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１．研究目的 
文部科学省では平成 29 年度の告示に向けて学

習指導要領改訂作業が進められている．この背景

として国立教育政策研究所が「21 世紀型能力」を

提案し，中央教育審議会「幼稚園，小学校，中学

校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等

の改善及び必要な方策等について」（答申）におい

ても資質・能力の育成が求められると論じている．

このような流れは，世界的にみても OECD のキ

ー・コンピテンシーや米国のあげる 21 世紀型スキ

ルなどの能力育成が中心となって進められている

こととほぼ一致した考え方といえる．これらの能

力は，ある教科において独立して育成されるもの

ではなく，教科横断的に育成される能力であるこ

とが論じられている． 
これまでの教育現場や学術研究の中で，教科の

枠内での能力について論じられているものは多い．

しかし，教科横断的にはたらく能力について論じ

られていているものは見出せなかった．そこで，

これからの時代を生きる子どもに必要といわれる

教科横断的な能力が育成されることを，実践的に

明らかにしようとするものである． 
 

２．研究実施内容 
本研究では，教科横断的にはたらく能力の研究

として継続的な検証を試みることの一つとしてメ

タ認知に焦点をあてることにした．小学校 3 年生

を対象として，国語科における作文産出と理科の

考察について継続的にメタ認知をとらえ，検証す

ることを目的とする．具体的にはメタ認知がどの

ようにはたらき，国語科の作文産出に影響を与え

るのかをとらえる．また理科の考察を書く場面で

メタ認知がどのようにはたらき，考察を書く時に

どのように影響しているかをとらえる．最後に国

語科の作文と理科の考察の中にメタ認知という点

から関係が見出せるのかを検討する． 
(1)作文産出とメタ認知 
 子どもが 200 文字程度の作文を書き，その時に

気を付けたことを自分でメタ認知シートに記入す

る．そして子ども自身が推敲を行い，同じくメタ

認知シートに記入する．学級全体で，一人一人の

作文を読み返し，より良い表現となるように検討

する．それをふまえて各自清書をし，メタ認知シ

ートに記入する． 
(2)理科の考察とメタ認知 
 子どもが考察を書いた後に，書く時に気を付け

たことをメタ認知シートに記入する．また，考察

を書く際に何を参考にして書いたのかをメタ認知

シートに記入する． 
(3)作文産出のメタ認知と理科の考察のメタ認知の

関係をみる． 
 国語科の作文産出におけるメタ認知の向上と理

科の考察でのメタ認知の向上との関係をとらえる．

そのために国語科の作文産出におけるメタ認知の

推移の型と，理科の考察のメタ認知の推移の型を

一人一人の子ども毎に比較し，作文と理科の考察

との型の関係を傾向としてとらえる． 
調査対象は東京都内公立小学校第 3学年 40名で，

平成 28 年 5 月より同 12 月まで継続して行った． 
 
３．まとめと今後の課題 
(1)作文産出のメタ認知との関係 
 小学生が作文を書く際には，記述の約束，表記

の約束，表現の工夫など多数の，そして複雑な認

知的な活動を行わなければならない．そこで，メ

タ認知シートの活用を考案し，それを用いた指導
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を行った．その結果，メタ認知シートによって作

文を書く時のメタ認知的活動が促進され，子ども

が作文を書く際の手がかりとなった．一番多かっ

た型の子どもの学習状況を図 1 で示すと，回を重

ねる毎に自分で申告した注意事項とその実施状況

（一致率と記す）が徐々に向上している．また推

敲時より清書時の一致率が全体として高いことか

ら，メタ認知的活動が促され，作文産出の能力と

メタ認知能力の向上が見られたと考えられる． 
 
 
 
 
 
 
図 1．メタ認知申告数とメタ認知一致率の推移（作文） 

 
(2)理科の考察とメタ認知との関係 
 理科の調査では考察を書く時の観点を示し，メ

タ認知活動を促した．示した観点項目が少ないた

め，理科を初めて学習する小学校 3 年生にとって

は分かりやすいものであり，一番多かった型の子

どもの学習状況を図 2 で示すと，メタ認知申告数

ならびにメタ認知一致数が常に高かった．また，

考察を書くときのよりどころをたずねたところ，

「何も見なくても書ける」，「自分のノートを見れ

ば書ける」など，メタ認知的方略を見いだしてい

る子どもが多く見られた． 
 
 
 
 
 
 
図 2．メタ認知申告数とメタ認知一致率の推移(考察) 
 
(3)作文産出のメタ認知と理科の考察のメタ認知と

の関係 
 作文産出時のメタ認知と理科の考察時のメタ認

知をそれぞれ 4 つの型に分類し，その関係をとら

えて表したものが表 1 である．作文のⅠ型，Ⅱ型，

Ⅲ型はメタ認知能力の向上と作文産出の向上が見

られると考えられる．また理科の考察のⅠ型，Ⅱ

型，Ⅲ型はメタ認知能力の向上と考察を書く能力

の向上が見られると考えられる．表 1 の太枠の中

に該当する 27 名の子どもが，作文も理科の考察も

書けるようになっていると考えられる．（傾向 1） 
 次に，作文と理科の考察の型ごとの関係を見る．

すると，(ⅰ)(ⅱ)(ⅲ)全 21 名に関しては，作文と理

科の考察のメタ認知に同じような傾向が見られる．

このことから作文の作文産出とメタ認知の能力は

理科の考察とメタ認知と関わっていると考えられ

る．（傾向 2） 
 一方，(ⅳ)に占める割合は 8 名(20%)となってい

る．この分類に入る子どもは，作文産出とメタ認

知の能力に変化は見られなかったが，理科の考察

では，考察とメタ認知の能力に向上が見られる．

(ⅳ)に関しては，作文の取り組みで得た方法が理科

の考察で生かされた結果，向上したと考えられる．

（傾向 3） 
表 1．作文と考察のメタ認知の関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 傾向 1 から傾向 3 に見られた状況から，国語科と

理科という教科を横断してメタ認知がはたらいたこ

とが示唆された． 
子どもの能力育成を作文と理科の考察に絞って

検討をしてきたが，それ以外の要素によって子ど

もの能力が向上していることも考えられる．この

点を明らかにしていくことが今後の課題となる． 
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